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江
戸
時
代
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
、

大
阪
と
北
海
道
を
結
び
、
日
本
海
側

の
寄
港
地
を
拠
点
と
し
て
一
大
経
済

圏
の
形
成
に
寄
与
し
た
「
北
前
船
」。

　

「
北
前
船
」
の
全
国
の
寄
港
地
が

連
携
し
て
今
に
残
る
魅
力
を
発
信
し
、

広
域
観
光
の
ル
ー
ト
形
成
や
寄
港
地

間
の
相
互
交
流
に
よ
る
地
域
活
性
化
、

地
方
再
生
を
目
指
す
「
第
21
回
北
前

船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
の
へ
じ
」

を
９
月
１
日
、
ま
か
ど
観
光
ホ
テ
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
平
成
19
年
か
ら

全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今

回
は
町
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念
事

業
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。
本

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
約
４
５
０
人
が

参
加
し
「
む
つ
湾
で
つ
な
が
る
観

光
・
現
代
の
北
前
船
で
考
え
る
広
域

観
光
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
や
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
提
唱
者
で
、
議
長

で
あ
る
作
家
の
石
川
好
氏
は
「
野
辺

地
町
は
重
要
な
寄
港
地
だ
っ
た
」
と

野
辺
地
で
の
開
催
意
義
に
つ
い
て
話

し
、「
北
前
船
の
物
語
を
発
展
さ
せ

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

常
務
取
締
役
日
野
正
夫
氏
が
青
森
県

で
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
の
取
組
を

紹
介
し
「
地
域
と
の
連
携
に
よ
っ
て

鉄
道
利
用
者
を
地
元
の
観
光
地
へ
と

誘
客
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
な
ど
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

　

「
野
辺
地
町
の
地
域
活
性
化
と
む

つ
湾
広
域
観
光
振
興
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
進
行
役
に
観
光

庁
の
蔵
持
課
長
を
迎
え
、
中
谷
町
長
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
へ
じ
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

の
阿
部
理
事
長
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
大

内
盛
岡
支
社
長
、
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究

所
の
稲
岡
副
社
長
、
日
本
航
空
の
二

宮
常
務
ら
５
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
中
谷
町
長

か
ら
は
「
常
夜
燈
周
辺
の
ベ
イ
フ
ロ

ン
ト
エ
リ
ア
を
観
光
拠
点
と
し
て
整

備
し
、
広
域
観
光
振
興
を
図
り
た

い
」、
阿
部
理
事
長
か
ら
は
「
の
へ

じ
丼
や
町
の
食
材
を
活
用
し
た
、
食

の
観
光
振
興
を
目
指
し
た
い
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
各
交
通
事
業
社
か
ら
は
サ
イ
ク

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
、
下
北
半
島

や
十
和
田
湖
、
八
戸
へ
の
広
域
観
光

や
、
北
海
道
新
幹
線
や
青
函
デ
ィ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
な
ど
が
提

言
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
「
現
代
の

北
前
船
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
、
阿

部
理
事
長
は
「
こ
の
会
場
に
い
る
皆

さ
ん
が
北
前
船
で
す
。
こ
の
地
域
の

魅
力
を
皆
さ
ん
の
地
元
で
広
め
て
下

さ
い
」
と
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
役
割
に

つ
い
て
見
解
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
野
辺
地
小
学
校

５
・
６
年
生
の
児
童
に
よ
る
「
祭

り
日
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
始
ま

り
、
野
辺
地
沖
揚
音
頭
保
存
会
に
よ

る
「
沖
揚
音
頭
」
が
披
露
さ
れ
る
な

ど
、
当
町
の
特
色
を
色
濃
く
出
し
た

内
容
と
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
、「
沖

揚
音
頭
」
の
な
か
で
行
わ
れ
た
「
子

叩
き
音
頭
」
に
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
出

席
者
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、
会
場
が

一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
中
庭
の
テ
ラ
ス
で
行
わ
れ

た
特
産
品
の
振
舞
い
に
参
加
者
か
ら

は
「
ホ
タ
テ
や
こ
か
ぶ
が
と
て
も
お

い
し
い
」「
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
素
晴
ら
し
い
」
な
ど
称
賛
の
声
が

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

翌
２
日
に
は
、
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
町
内
を
巡
る
コ
ー
ス
、

下
北
コ
ー
ス
、
青
森
コ
ー
ス
を
巡
り

町
内
や
県
内
の
観
光
の
魅
力
を
参
加

者
へ
伝
え
ま
し
た
。

地
域
間
連
携
を
強
め
広
域
観
光
を
目
指
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
第
21
回
北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
の
へ
じ
」 

を
開
催

3

フォーラム参加者も
「子叩き音頭」に挑戦！沖揚音頭保存会の皆さんによる沖揚音頭の披露

基調講演に耳を傾ける参加者の皆さん
中庭テラスでの
特産品の振舞いも大好評でした！
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町制施行120周年記念式典
決
意
を
新
た
に
飛
躍
誓
う

町
制
施
行
１
２
０
周
年

�

記
念
式
典

　

町
は
８
月
28
日
、
町
制
施

行
１
２
０
周
年
記
念
式
典
を

町
立
体
育
館
で
開
催
し
、
町

民
を
は
じ
め
と
し
た
参
加
者

約
３
５
０
人
が
歴
史
あ
る
町

の
節
目
の
年
を
祝
う
と
と
も

に
更
な
る
町
の
飛
躍
を
誓
い

ま
し
た
。

　

中
谷
町
長
は
「
過
去
を
振

り
返
る
だ
け
で
は
な
く
、
町

の
更
な
る
発
展
に
む
け
て
町

を
再
度
見
つ
め
直
し
、
伝
統

と
誇
り
を
バ
ネ
に
新
た
な
歴

史
を
切
り
開
い
て
参
り
た

い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
来
賓
の
三
村
申
吾
知
事

は「
地
域
の
力
を
結
集
し『
笑

顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
野
辺
地
』

の
実
現
に
向
け
て
更
な
る
発

展
を
成
し
遂
げ
て
ほ
し
い
」

と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

意
見
発
表
で
は
、
野
辺
地

中
学
校
３
年
生
の
福
地
理
久

さ
ん
と
原
子
翔
さ
ん
が
「
私

の
未
来
、
野
辺
地
の
未
来
」

に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
ま
し

た
。
福
地
さ
ん
は
「
10
年
後

の
１
３
０
周
年
の
時
に
は
、

立
派
な
薬
剤
師
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
い
」
原
子
さ
ん
は

「
将
来
、
豊
か
な
自
然
や
文

化
が
残
る
野
辺
地
町
に
戻

り
、
町
の
た
め
に
頑
張
れ
る

人
に
な
り
た
い
」
と
自
ら
の

し
っ
か
り
と
し
た
将
来
像
や

町
へ
の
愛
着
の
深
さ
が
う
か

が
え
る
意
見
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
で
は
長
年
に

わ
た
り
町
の
発
展
に
寄
与
し

た
と
し
て
、
酒
田
正
藏
さ
ん

に
特
別
功
労
賞
を
、
71
個
人
、
８
団
体

に
功
労
賞
を
贈
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
行
わ
れ
た
「
笑
顔
の
へ
じ

健
康
宣
言
」
で
は
、
健
康
づ
く
り
推
進

協
議
会
や
健
康
の
へ
じ
21
計
画
推
進
委

員
会
な
ど
５
団
体
54
人
の
皆
さ
ん
も
参

加
し
、
受
動
喫
煙
対
策
や
健
康
診
断
の

受
診
率
向
上
な
ど
５
つ
の
柱
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
「
町
全
体
で
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
む
ぞ
！
」
と
来
場
者
全
員
で

声
高
ら
か
に
こ
ぶ
し
を
上
げ
て
宣
言
し

ま
し
た
。

【
表
彰
者
】（
敬
称
略
・
順
不
同
）

◎
特
別
功
労
者

　

酒
田　

正
藏

◆
自
治
関
係
功
労
者

　

蛯
名　
　

猛　
　
　

岡
山　

義
廣

　

志
田　

守
作　
　
　

村
山　

勉

　

古
林　

清
一　
　
　

原
田　

隆
夫

　

戸
澤　

榮　
　
　
　

浜
中　

隆
三

　

瀬
川　

武
男　
　

故
四
戸　

弘
志

　

柴
崎　

民
生　
　
　

和
田　

清
志

　

新
山　

勇
一

◆�

教
育
・
学
術
芸
術
・
体
育
・
文
化
関

係
功
労
者

　

柴
崎
の
り
子　
　
　

中
村　

興
子

　

鈴
木　

隆
子　
　
　

松
浦　

リ
ツ

　

洞
内　

美
智
子　
　

楠　

ま
さ
子

　

荒
川　

麗
子　
　
　

山
崎　

國
雄

　

柴
崎　

岳

◆�

産
業
・
経
済
・
土
木
及
び
交
通
関
係

功
労
者

　

手
間
本　

興　

家

◆
社
会
福
祉
・
民
生
関
係
功
労
者

　

長
井　
　

竹　
　
　

田
澤
サ
ダ
エ

　

玉
川　

久
子

　

野
辺
地
町
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会

　

横
濵　

悟　
　
　
　

本
間　

由
男

　

駒
井　

一
彦　
　
　

長
濵　

正
輔

　

古
林　

晴
美　
　
　

横
濵　

豊

　

馬
場　

幸
晴　
　
　

中
田　

博
光

　

佐
藤　

淳
二　
　
　

菊
池　

弘
樹

　

太
田　

慶
広　
　
　

柴
田　

宏
志

　

野
坂　

勝　
　
　
　

柴
崎　

裕
喜

　

齋
藤　

孝
志　
　
　

古
林　

勝
義

　

田
荷　

昭
利　
　
　

髙
松　

誠

　

野
澤　

光
明　
　
　

柴
崎　

順
悟

　

木
明　

和
人　
　
　

熊
谷　

浩
幸

◆
保
健
・
衛
生
関
係
功
労
者

　

小
野
寺　

修　
　
　

鈴
木　
　

晃

　

伊
藤　

真　
　
　
　

田
畑
ス
ミ
ヱ

◆
納
税
貯
蓄
関
係
功
労
者

　

毛
利　

嘉
彦　
　
　

古
沢　

高
明

　

石
塚　

幸
雄　
　
　

清
水
目
キ
ミ
エ

　

奥
寺　

幸
雄　
　
　

髙
野　

修
司

　

古
林　

勝
義　
　
　

野
村　

忠
也

　

野
澤　

長
一　
　
　

野
坂　

喜
久
男

　

駒
井　

一
彦　
　
　

毛
利　

勝
廣

　

柴
崎　

正
人　
　
　

小
川　

弘
子

　

古
林　

清
一　
　
　

野
坂　

信
広

　

滝
口　

太　
　
　
　

上
田　

林
治

　

皆
口　

和
子

　

土
場
納
税
貯
蓄
組
合

　

明
前
第
二
納
税
貯
蓄
組
合

　

川
目
納
税
貯
蓄
組
合

　

駅
前
親
交
納
税
貯
蓄
組
合

　

袋
町
納
税
貯
蓄
組
合

　

中
道
納
税
貯
蓄
組
合

　

前
平
地
区
納
税
貯
蓄
組
合

野辺地町勢要覧2017を発行しました！
　町では、町制施行120周年を記念して、
当町の歴史や自然、イベントなどを取りま
とめた野辺地町勢要覧2017を発行しました。
　町HPへ掲載するほか、
希望される方へは、無料で
差し上げますので、お申し
付けください。

◆問合先
　総務課　64-2111（内230）
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町民歌を歌ってくださった、中央
公民館コーラスグループの皆さん

古林輝信町議会議長に
よるあいさつ　　　　

三村申吾知事による祝辞 中谷純逸町長による式辞

意見発表を行った野辺地中学校３年の
原子翔さん（左）　福地理久さん（右）　

のへじ祇園囃子を披露した下袋町祭典部の皆さん

特別功労賞を受賞した酒田正藏さん

特集



サッカーパブリックビューイングを開催
　

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

出
場
を
か
け
て
行
わ
れ
た
ア
ジ
ア

最
終
予
選
で
、
当
町
出
身
の
柴
崎

岳
選
手
（
ヘ
タ
フ
ェ
所
属
）
を
応

援
し
よ
う
と
、
８
月
31
日
、
中
央

公
民
館
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
に

は
約
１
２
０
人
の
町
民
が
集
結
し
、

日
本
代
表
へ
熱
い
声
援
を
送
り
ま

し
た
。

　

試
合
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を

相
手
に
２
対
０
で
勝
利
し
、
日
本

代
表
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
６
大
会

連
続
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
こ
の
日
、
柴
崎
選

手
の
出
場
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
会
場
で
は
柴
崎
選
手
の
今
後

に
期
待
す
る
声
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。

先制ゴールにわく観客たち

ふれあい通学合宿
　
「
第
14
回
ふ
れ
あ
い
通
学
合
宿
」

を
９
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３

日
間
中
央
公
民
館
で
開
催
し
、
町

内
の
小
中
学
生
19
人
が
２
泊
３
日

の
共
同
生
活
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
中
央
公
民
館
に

寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
通
学
し
、
食

材
の
買
い
出
し
や
食
事
作
り
、
銭

湯
で
の
入
浴
体
験
な
ど
を
行
い
、

大
人
の
手
を
借
り
な
が
ら
も
仲
間

と
協
力
し
合
い
、
協
調
性
や
自
立

心
を
養
い
ま
し
た
。

　

今
年
で
５
回
目
の
参
加
と
な
る

蛯
名
俊
介
さ
ん
（
野
辺
地
中
学
校

３
年
）
は
、「
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
る
。
特
に
初
対
面
の
人
や
異

年
齢
の
人
と
交
流
出
来
る
こ
と
が

魅
力
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

３B体操も体験！意外と難しい？！

第11回のへじ停車場まつり
　

明
治
24
年
９
月
の
野
辺
地
駅
開

業
記
念
「
第
11
回
の
へ
じ
停
車
場

ま
つ
り
」
が
９
月
９
日
観
光
物
産

P
R
セ
ン
タ
ー
前
広
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
出
店
が

並
び
、
多
く
の
来
場
者
が
飲
食
や

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま

し
た
。
人
力
車
乗
車
体
験
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、「
救
急
の

日
」
に
あ
わ
せ
た
、
野
辺
地
消
防

署
に
よ
る
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
コ
ン

テ
ス
ト
や
事
故
車
か
ら
の
救
出
演

出
な
ど
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

と
な
り
ま
し
た
。

　

夜
に
は
、
ワ
ン
コ
イ
ン
で
お
酒

と
お
つ
ま
み
が
楽
し
め
る
「
停
車

場
バ
ル
」
も
行
わ
れ
、
昼
と
は

違
っ
た
雰
囲
気
を
楽
し
む
人
た
ち

で
会
場
は
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。野高生による大迫力のよさこいソーラン

町の部４位入賞！ 青森県民駅伝競走大会
　

第
25
回
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大

会
が
９
月
３
日
、
青
森
市
で
開
催

さ
れ
、
県
内
40
市
町
村
が
地
元
の

期
待
を
背
負
い
、
自
慢
の
脚
力
で

競
い
ま
し
た
。

　

当
町
は
、
全
体
で
10
位
（
昨
年

９
位
）、
町
の
部
４
位
（
昨
年
３

位
）
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

�

（
敬
称
略
）選手・関係者の皆様　お疲れ様でした！

区
間
距離
（㎞） 選手氏名 区間

記録
通過順位

（区間順位）
１ 4.6 五十嵐斐郷 14：58 23（23）
２ 3.8 杉山　翔陽 12：20 16（11）
３ 4.6 武田　海人 16：18 17（20）
４ 6.1 飯山　隆成 19：47 18（20）
５ 2.5 瀬川　優花 ８：22 13（２）
６ 5.2 成田　威吹 17：35 12（12）
７ 3.2 横濵　汐莉 11：18 ９（５）
８ 3.8 沼山　耕弥 12：53 10（16）
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古文書の世界をあるく―北前「石」探し！―
　

町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
歴

史
ま
ち
あ
る
き
「
古
文
書
の
世
界

を
あ
る
く
―
北
前
「
石
」
探
し
！

―
」
を
９
月
９
日
に
開
催
、
町
内

外
か
ら
24
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館

を
ス
タ
ー
ト
し
、
常
光
寺
、
西
光

寺
、
野
辺
地
八
幡
宮
な
ど
の
北
前

船
で
運
ば
れ
た
「
石
」
を
め
ぐ
り
、

歴
史
を
探
る
会
の
鈴
木
幹
人
会
長

の
ガ
イ
ド
で
、
当
時
の
繁
栄
の
様

子
を
聞
き
な
が
ら
ま
ち
あ
る
き
を

楽
し
み
ま
し
た
。　
　

　

青
森
市
か
ら
参
加
し
た
中
村
等

さ
ん
（
当
町
出
身
）
は
「
町
の
良

さ
が
大
人
に
な
っ
て
か
ら
わ
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
参
加

し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
に
は
古
文
書
講
座
も

開
催
し
、
古
文
書
を
通
じ
て
当
時

の
歴
史
を
紐
解
き
ま
し
た
。

北前船の乗組員の墓について説明を受ける参加者（西光寺）

長年の功績を称え防犯功労者を表彰
　

８
月
31
日
、
野
辺
地
警
察
署
で

防
犯
功
労
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

野
辺
地
町
防
犯
指
導
隊
長
の
村
木

民
夫
さ
ん
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

村
木
さ
ん
は
、
指
導
隊
入
隊
か

ら
41
年
間
、
当
町
の
治
安
維
持
の

た
め
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

ま
た
、
近
年
は
、
増
加
し
て
い
る

特
殊
詐
欺
被
害
を
防
止
す
る
呼
び

か
け
を
行
う
な
ど
、
各
種
防
犯
活

動
へ
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
平
成

21
年
か
ら
は
防
犯
指
導
隊
長
と
し

て
隊
の
先
頭
に
立
っ
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

表
彰
は
「
東
北
管
区
警
察
局

長
」
と
「
東
北
防
犯
協
会
連
絡
協

議
会
長
」
連
名
に
よ
る
も
の
で
、

表
彰
さ
れ
た
村
木
さ
ん
は
、「
今

後
も
、
野
辺
地
警
察
署
や
各
防
犯

団
体
と
密
接
な
連
携
と
協
力
を
図

り
な
が
ら
防
犯
活
動
を
行
っ
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

表彰を受けた村木さん（左から２番目）

野辺地駅に駐輪場完成！未来を担う子どもたちのために
　

町
が
観
光
物
産
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

隣
り
に
整
備
を
進
め
て
き
た
駐
輪

場
が
こ
の
度
、
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
駐
輪
場
は
、
約
50
台
収
納

可
能
な
屋
根
つ
き
の
駐
輪
場
で
、

整
備
に
あ
た
り
寄
付
を
し
た
熊
谷

美
津
子
さ
ん
（
八
幡
町
）
は
、
自

転
車
が
整
然
と
並
べ
ら
れ
、
多
く

の
利
用
者
が
活
用
し
て
い
る
様
子

を
眺
め
な
が
ら
「
駅
前
の
駐
輪
場

の
自
転
車
が
き
れ
い
に
並
べ
ら
れ

て
お
り
と
て
も
嬉
し
い
。
町
の
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
通
学

で
多
く
利
用
し
て
い
る
の
を
見
て
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と

思
っ
た
」
と
話
し
、
完
成
を
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

熊谷美津子様　ありがとうございました

北前船主の絆　橘屋吉五郎と野辺地商人
　

町
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念
に

あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
歴
史
民
俗

資
料
館
の
企
画
展
「
北
前
船
主
の

絆　

橘
屋
吉
五
郎
と
野
辺
地
商

人
」
が
８
月
28
日
か
ら
９
月
10
日

ま
で
開
か
れ
、
当
町
と
深
い
か
か

わ
り
を
持
つ
、
橘
屋
吉
五
郎
に
関

連
す
る
資
料
が
多
数
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

橘
屋
吉
五
郎
は
、
瀬
戸
内
海
塩

飽
諸
島
（
現
在
の
香
川
県
丸
亀

市
）
の
北
前
船
主
で
、
当
町
の
野

村
治
三
郎
が
常
夜
燈
を
建
造
す
る

際
世
話
人
を
務
め
ま
し
た
。

　

企
画
展
は
、
橘
屋
吉
五
郎
の
子

孫
の
尾
上
閑
雄
氏
の
ご
厚
意
に
よ

り
実
現
し
た
も
の
で
、
「
諸
方
音

進
帳
」
に
は
、
大
火
の
被
害
に
よ

る
寺
社
再
建
に
係
る
金
銭
や
石
灯

籠
な
ど
が
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
お
り
、
来
場
者
は
野
辺
地

商
人
と
の
交
流
の
深
さ
が
う
か
が

い
知
れ
る
資
料
に
興
味
深
そ
う
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　展示された資料の説明を受ける来場者
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経験をバネに更なる活躍を！全国中学生空手道選手権大会
　

８
月
18
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た

り
山
梨
県
で
開
催
さ
れ
た
、
第
25

回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大

会
に
出
場
し
た
野
辺
地
空
手
道
会

の
６
人
が
教
育
長
を
訪
れ
、
大
会

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
女
子
団
体
形
５
位
入

賞
、
そ
の
他
の
種
目
は
惜
し
く
も

入
賞
を
逃
し
ま
し
た
。

　

女
子
団
体
に
出
場
し
た
横
浜
聖

羅
さ
ん
は
「
組
手
で
は
大
将
ま
で

回
す
こ
と
が
で
き
ず
悔
し
か
っ

た
」
と
試
合
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

淺
利
教
育
長
は
「
大
会
で
得
た

自
信
や
、
悔
し
い
気
持
ち
を
今
後

の
人
生
の
糧
に
し
て
ほ
し
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

左上２番目から）横浜聖羅さん、野坂美友さん、本間
美里さん、柴崎圭河さん、榎林悠さん、坂本紫苑さん

３つの「きる」で生ごみを減らそう！
ごみの量が多い青森県

実は家庭から出る可燃ごみの約５割が「生ごみ」なのです！
生ごみは、毎日のちょっとした努力で減らすことができます。
３つの「きる」を実践して、生ごみを減らしましょう！

１つめの「きる」　食材は使い「きる」
◆食材はムダなく使いましょう
　●�野菜などを切ったり、皮をむいたりするときは、工夫して捨てる部分が少なくなる
ようにしましょう。

◆食材は必要な分だけ買いましょう
　●�買い物前に冷蔵庫の中身などをチェックして、残っているもの、残りそうなものは
買うのを控えましょう。また、定期的に冷蔵庫の中身をチェックして、消費期限が
近い食材を使いきる日を決めてみましょう。

　●�買い物前にメニューを考えて、メモを作ってから出かけると、不必要な買い物が控えられます。ま
た、すぐ使う食材は、期限の近いものを買うことで、店舗での廃棄が減って、地域全体のエコにも
つながります。

２つめの「きる」　料理は食べ「きる」
◆作った料理は残さずおいしく食べましょう
　●�作りすぎてしまわないよう、家族の予定や人数、それぞれの家族の適量に合わせて
作りましょう。ただし、食べ過ぎには気をつけましょう。

◆作り置きができる料理は、毎日少しずつ食べて食べきりましょう
　●�料理が残ってしまったら、冷凍保存したり、少しアレンジを加えて違う料理にする
などして、食べきる工夫をしてみましょう。

３つめの「きる」　生ごみは水気を「きる」
◆三角コーナーや水切りネットを使って、生ごみの水気をきりましょう
　●�生ごみの重さのうちの約８割は水分となっています。きちんと水気をしぼってからごみに出せば、
ごみの重量を減らせるだけでなく、生ごみを燃やす際のエネルギーも節約できます。余計な水分を
含ませないように、生ごみには水がかからないようにしましょう。

　●�生ごみの水気を手を汚さずにしぼるための器具なども売られていますが、ご家庭に
ある物を活用する方法として、不要なペットボトルなどでも水気をきることができ
ます。

◆さらに工夫して生ごみを減らしましょう
　●�野菜くずや果物の皮は乾かしてからごみに出しましょう。
　　新聞紙に載せて室内の風通しの良いところに置いておくと早く乾燥します。

担当：建設環境課（内223・282）
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まちの

お知らせ

まちの

お知らせ

まちの人口

無料相談案内

平成29年８月末現在（前月比）
人　口� 13,632名　（－ 19）
　男� 6,402名　（－  2）
　女� 7,230名　（－ 17）
世帯数� 6,582世帯（－  9）

●年金相談
（年金全般に関すること）
10月18日（水）10時～15時
中央公民館　
☎017-752-6600（要予約）
●人権相談
（人権擁護に関すること）
10月３日（火）９時～12時
中央公民館　
相談担当：人権擁護委員
●弁護士無料相談
（民事・一般に関すること）
11月10日（金）　14時～
☎64-2111総務課
老人福祉センター
※要予約：10月27日（金）まで
●児童家庭相談
（養護・児童虐待に関すること）
月～金曜（祝・祭日を除く）
10時～16時
健康増進センター　☎64-1770
●行政相談
（行政に関する苦情・要望等）
10月17日（火）９時～12時
役場相談室
●教育相談
（しつけ・いじめ等に関すること）
月～金曜（祝・祭日を除く）
10時～16時
教育委員会　☎64-2119
●電話介護相談
月～金曜（祝・祭日を除く）
９時～16時
健康増進センター　☎64-1770

役場　☎64－2111

町
職
員
の
懲
戒
処
分
に
つ
い
て

　

当
町
の
職
員
２
名
に
対
し
、
地
方

公
務
員
法
第
29
条
に
基
づ
く
懲
戒
処

分
を
行
い
ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

◆
当
事
者

▽
被
処
分
者
①

　

所
属
・
職
名　

町
民
課　

主
事
補

　

年
齢
・
性
別　

22
歳　

女

▽
処
分
期
日

　

平
成
29
年
９
月
15
日

▽
処
分
内
容

　

懲
戒
免
職

▽
事
案
概
要
及
び
処
分
理
由

　

当
該
職
員
は
、
平
成
29
年
８
月
12

日
（
土
）
の
午
後
、
役
場
税
務
課
内

金
庫
か
ら
、
町
税
徴
収
金
７
万
円
を

窃
取
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
行
為

は
地
方
公
務
員
法
第
32
条
（
法
令
等

に
従
う
義
務
）
及
び
同
法
第
33
条

（
信
用
失
墜
行
為
の
禁
止
）
の
規
定

に
違
反
す
る
。

　

当
該
職
員
は
、
窃
取
し
た
７
万
円

を
、
平
成
29
年
８
月
14
日
に
返
還
し

て
い
る
が
、
公
金
の
窃
取
は
、
公
務

の
信
用
を
大
き
く
傷
つ
け
る
行
為
で

あ
る
こ
と
か
ら
厳
正
に
処
分
す
る
も

の
で
あ
る
。

▽
被
処
分
者
②

　

所
属
・
職
名　

税
務
課　

主
査

　

年
齢
・
性
別　

33
歳　

男

▽
処
分
期
日

　

平
成
29
年
９
月
15
日

▽
処
分
内
容

　

減
給
10
分
の
１
（
３
箇
月
）

▽
事
案
概
要
及
び
処
分
理
由

　

当
該
職
員
は
、
被
処
分
者
①
が
町

税
徴
収
金
７
万
円
を
窃
取
し
た
こ
と

を
事
後
に
知
り
な
が
ら
、
上
司
へ
の

報
告
を
怠
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の

行
為
は
地
方
公
務
員
法
第
32
条
（
法

令
等
に
従
う
義
務
）
及
び
同
法
第
33

条
（
信
用
失
墜
行
為
の
禁
止
）
の
規

定
に
違
反
す
る
こ
と
か
ら
処
分
す
る

も
の
で
あ
る
。

◆
監
督
責
任

　

税
務
課
長　

訓
告
処
分

　

町
民
課
長　

厳
重
注
意

　

（
平
成
29
年
９
月
15
日
付
け
）

◎
町
長
か
ら

　

こ
の
た
び
、
公
金
の
窃
取
と
い
う

職
員
と
し
て
あ
る
ま
じ
き
行
為
が

あ
っ
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、

町
民
の
皆
様
に
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
後
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
行
為

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
、
町
民

の
皆
様
の
誤
解
や
批
判
を
招
く
こ
と

の
な
い
よ
う
、
改
め
て
職
員
に
対
す

る
綱
紀
の
厳
正
な
る
保
持
及
び
服
務

規
律
の
順
守
並
び
に
公
金
の
適
正
な

管
理
に
つ
い
て
の
指
導
を
徹
底
し
て

ま
い
り
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
希
望
者

募
集

　

町
で
は
、
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
一
定
の
条
件

を
満
た
す
木
造
住
宅
の
所
有
者
が
耐

震
診
断
を
希
望
す
る
場
合
に
、
専
門

的
知
識
を
有
す
る
耐
震
診
断
員
を
派

遣
し
、
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
住
宅

　

�

町
内
に
あ
り
、
次
の
要
件
全
て
に

該
当
す
る
住
宅

◇�

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
も
の
。

◇�

一
戸
建
て
専
用
住
宅
ま
た
は
併
用

住
宅
（
条
件
あ
り
）
で
、
地
上
階

数
が
２
以
下
の
も
の
。

◇�

在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
伝
統
的
構

法
に
よ
っ
て
建
築
さ
れ
た
木
造
住

宅
で
あ
る
こ
と
。

◇�

現
在
、
居
住
し
て
い
る
住
宅
で
あ

る
こ
と
。

◇�

原
則
と
し
て
延
べ
床
面
積
が
２
０

０
㎡
以
下
で
あ
る
こ
と
。

※�

２
０
０
㎡
を
超
え
る
場
合
は
派
遣

対
象
者
負
担
増
額

◆
募
集
戸
数

　

２
戸（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◆
診
断
費
用　

　

１
戸
あ
た
り
８
，
０
０
０
円

◆
申
込
書

　

�

建
設
環
境
課
で
配
布
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

◆
申
込
期
限

　

11
月
30
日（
木
）

◆
申
込
・
問
合
先

　

建
設
環
境
課
（
内
線
２
７
６
）

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
分
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す
！

　

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）

は
、
過
去
に
は
電
気
機
器
の
絶
縁
油

な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
有

害
性
が
認
め
ら
れ
、
現
在
は
製
造
や

新
た
な
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
含
ま
れ
て
い
る
廃
棄
物

（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
）
を
保
管
し
て
い

る
事
業
者
は
、
毎
年
６
月
末
ま
で
に

そ
の
保
管
や
処
分
の
状
況
を
県
な
ど

に
届
け
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
は
、
法
律

で
定
め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に
処
分
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
特
に
、
高
濃
度
Ｐ
Ｃ

Ｂ
廃
棄
物
の
処
分
期
限
が
迫
っ
て
い

ま
す
。
変
圧
器
や
コ
ン
デ
ン
サ
に
つ

い
て
は
平
成
34
年
（
２
０
２
２
年
）

３
月
末
ま
で
に
、
安
定
器
な
ど
に
つ

い
て
は
平
成
35
年
（
２
０
２
３
年
）

３
月
末
ま
で
に
処
分
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
は
、
期
限
内
に
処

分
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
県
庁
Ｈ
Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ｂ

検
索

◆
問
合
先　
青
森
県
庁
環
境
保
全
課

　

☎
０
１
７
‐
７
３
４
‐
９
２
４
８
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　町では、地域住民や保護者などの意向を的確に反映し、地域住民の実情に応じた、主体的、積極的な教育行政
を展開するために、これまでの既成概念にとらわれない、広い視野から教育を考えていただける方を公募します。

１．教育委員の位置付け及び職務
　�　野辺地町の教育委員会は、教育長及び４名の教育委員で組織されており、教育委員には具体的に次の職務を
行っていただきます。
　　・定期的又は臨時に開催される教育委員会などの会議への出席及び審議
　　・小中学校卒業式などの各種式典への出席
　　・教育委員会が主催する各種行事への参加

２．公募者数
　　教育委員１名

３．任期・待遇等
　　・任期　　町議会の同意を受けた後、任命の日から４年
　　・報酬　　日額4,300円（４時間以下の会議の場合は2,200円）
　　・身分　　非常勤特別職の公務員

４．応募資格（次のすべてを満たすこと。）
　　①応募申込時の年齢が満25歳以上で、野辺地町に住所を有し、野辺地町長の被選挙権を有する。
　　②人格が高潔で、教育、学術及び文化に関し識見を有する。
　　③破産者にあっては復権を得ている。
　　④禁錮以上の刑に処せられたことがない。

５．応募期間
　　平成29年10月３日（火）～10月31日（火）必着（郵送の場合を含む）

６．応募方法
　⑴�　次の書類を角型２号封筒に入れ、表面に「教育委員候補者応募申込」と朱書のうえ、役場総務課へ郵送す
るか直接持参してください。

　　ア　野辺地町教育委員候補者応募申込書（所定用紙）
　　イ　課題論文
　　　　課題「私の考える野辺地っ子の育成について」
　　　　（2000字以内。ＰＣ等で作成する場合は文字数の確認をしてください。）
　⑵　受付は、応募期間中（土曜日及び日曜日を除く。）の午前９時から午後５時まで行います。
　⑶�　「野辺地町教育委員候補者応募申込書」は役場総務課に備えていますので、郵送又は直接おいでになって
請求してください。（応募に要する通信費や交通費等については、すべて応募者の自己負担となります。）

　　　※町ホームページでもダウンロード可能です。

７．応募・問合先
　　総務課
　　〒039－3131　野辺地町字野辺地123番地１
　　TEL　64－2111（内線227）
　　FAX　64－9594

野辺地町教育委員候補者を公募します

20年以上の実績・解体工事も！！20年以上の実績・解体工事も！！

ハロウィンジャンボ５億円
（1等3億円・前後賞各1億円合わせて）

ハロウィンジャンボミニ
（1等3千万円・前後賞各1千万円）

この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよい
まちづくりに使われます。

 10月１１日●水 2種類同時発売!
発売期間 10/11（水）～10/31（火）

各1枚 300円

公益財団法人青森県市町村振興協会
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第
50
回
野
辺
地
町
小
中
学
校

音
楽
交
歓
会
の
お
知
ら
せ

　

野
辺
地
町
教
育
振
興
会
で
は
、
各

学
校
の
音
楽
学
習
の
成
果
を
発
表
す

る
こ
と
で
、
音
楽
を
通
じ
て
子
ど
も

た
ち
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
に
「
第

50
回
野
辺
地
町
小
中
学
校
音
楽
交
歓

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

町
内
の
小
中
学
生
が
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
な
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
観
く

だ
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
日
時　
10
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
35
分

◆
場
所　
野
辺
地
小
学
校

　
　
　
　

講
堂
（
体
育
館
）

◆
問
合
先　
学
校
教
育
課

　

☎
64
‐
２
１
１
９

町
民
体
力
テ
ス
ト
会

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
機
会
に
自
分
の
体
力
年
齢
を

調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
日
時　

　

10
月
30
日
（
月
）
15
時
～

◆
場
所　
町
立
体
育
館

◆
対
象　
40
歳
か
ら
79
歳
ま
で
の

　
　
　
　

野
辺
地
町
在
住
者

◆
実
施
種
目　

　

握
力
・
長
座
体
前
屈
ほ
か

　

全
６
種
目

◆
定
員　
先
着
30
名

◆
参
加
料　
無
料

◆
申
込
期
限　
10
月
20
日
（
金
）

◆
申
込
・
問
合
先　

　

社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　

☎
64
‐
２
１
１
９

「
六
景
楽
市
ブ
ラ
ン
ド
」が

認
定
商
品
を
募
集
し
ま
す

　

野
辺
地
町
・
三
沢
市
・
東
北
町
・

横
浜
町
・
六
ヶ
所
村
・
東
通
村
の
農

林
水
産
加
工
品
の
認
定
商
品
の
地
域

ブ
ラ
ン
ド
「
六
景
楽
市
」
が
、
第
22

期
の
認
定
商
品
を
公
募
し
ま
す
。
認

定
商
品
に
は
催
事
出
店
時
の
補
助
や

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
相
談
等
多

く
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
条
件

　

次
の
双
方
を
満
た
す
方

・�
右
記
６
市
町
村
に
お
住
ま
い
の
方
、

事
業
者
の
方

・�

右
記
６
市
町
村
で
生
産
さ
れ
た
農

林
水
産
品
を
主
な
食
材
・
原
料
と

す
る
加
工
品
を
販
売
で
き
る
方

◆
募
集
期
間

　

10
月
２
日
（
月
）
か
ら

　

11
月
２
日
（
木
）
ま
で

◆
問
合
・
応
募
先

　

野
辺
地
町
商
工
会

　

☎
64
‐
２
１
６
４

「野辺地町文化祭」 バス運行のお知らせ
　野辺地町文化祭への送迎バスの運行を行いますので、ご利用ください。（文化祭の日程等はチラシをご覧ください）
○野辺地町文化祭「舞踊の集い」「伝統芸能と音楽の集い」
　・バス運行日
　　10月28日㈯　「舞踊の集い」
　　10月29日㈰　「伝統芸能と音楽の集い」の２日間
　・バス運行経路、時刻　午前10時50分から１往復
【有戸・明前・木明・下袋町地区】
≪行き≫� ≪帰り≫
10：50　有戸地区（四戸商店前）発� 着　17：15
10：55　明前（塩谷商店前）� ↑　17：10
11：00　旧木明小学校前� ↑　17：05
11：05　のへじ帆立センター前� ↑　17：00
11：10　勤労青少年ホーム前� ↑　16：55
11：15　会場（中央公民館）着� 発　16：50
【馬門・えぼし・駅前・松ノ木平地区】
≪行き≫�
11：30　馬門公民館前発� 着　16：35
11：40　えぼしコミセン前� ↑　16：25
11：45　駅前（パクパク前）� ↑　16：20
11：50　（旧）クローバー作業所前� ↑　16：15
11：55　会場（中央公民館）着� 発　16：10
　

○野辺地町文化祭「展示の部」�
　・バス運行日　11月3日・4日・5日　の３日間
　・バス運行経路、時刻　午前10時30分から１往復

【有戸・明前・木明・下袋町地区】
≪行き≫� ≪帰り≫
10：30　有戸地区（四戸商店前）発� 着　16：05
10：35　明前（塩谷商店前）� ↑　16：00
10：40　旧木明小学校前� ↑　15：55
10：45　のへじ帆立センター前� ↑　15：50
10：50　勤労青少年ホーム前� ↑　15：45
10：55　会場（中央公民館）着� 発　15：40
【馬門・えぼし・駅前・松ノ木平地区】
≪行き≫�
11：10　馬門公民館前発� 着　15：25
11：20　えぼしコミセン前� ↑　15：15
11：25　駅前（パクパク前）� ↑　15：10
11：30　（旧）クローバー作業所前� ↑　15：05
11：35　会場（中央公民館）着� 発　15：00
� ◆問合先　中央公民館　☎64-3054

河島靖岳氏が教育長に就任
　野辺地町教育委員会教育長に、河島靖岳氏が就任しました。
（任期：平成29年10月１日～平成33年９月30日）
◆主な経歴
　立教大学卒業後、各小学校教諭、十和田市教育委員会学務課長などを務めた後、平
成19年から６年間、十和田市立北園小学校校長を務められました。
◆コメント
　120歳を迎えた野辺地町。さらなる『烏帽子岳のように誇り高い文化と教育の町』
を目指して、微力ながらも全力を尽くしたいと思います。よろしくお願いいたします。
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◆
避
難
訓
練　

　

20
日
（
金
）
16
時
30
分
～

◆
ハ
ロ
ウ
ィ
～
ン

　

31
日
（
火
）
16
時
30
分
～

図
書
館
行
事

☎
（
64
）
２
１
９
５

◆�

英
会
話
ク
ラ
ブ
／
２
日
・
16
日
・

23
日
（
月
）
15
時
30
分
～
（
中
央

公
民
館
）

◆�
子
ど
も
司
書
ク
ラ
ブ
／
７
日（
土
）

10
時
～
11
時
30
分
（
視
聴
覚
室
）

◆�

ヨ
チ
ヨ
チ
お
は
な
し
会
／
11
日

（
水
）
10
時
30
分
～
11
時
（
視
聴

覚
室
）「
３
歳
未
満
児
向
け
」

◆�

朗
読
の
会『
秋
桜
』／
12
日（
木
）

10
時
「
定
例
会
」（
中
央
公
民
館
）

◆�

お
は
な
し
工
房
／
14
日
（
土
）
14

時
15
分
～
（
視
聴
覚
室
）
読
み
聞

か
せ
と
簡
単
な
工
作

◆�

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

／
17
日
・
31
日
（
火
）
15
時
40
分

～
（
視
聴
覚
室
）

◆�

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
／
18
日
（
水
）

９
時
30
分
（
６
か
月
児
相
談
・
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー
）

◆�

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル『
虹
色
の
会
』

／
21
日
（
土
）
13
時
30
分
「
定
例

会
」（
視
聴
覚
室
）　

◆�

文
学
散
歩
／
25
日
（
水
）
８
時
40

分
出
発　

　

※�

詳
し
く
は
、
広
報
の
へ
じ
９
月

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

郷
土
の
味
を
楽
し
む
会
及
び

野
辺
地
歴
史
め
ぐ
り
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

◎
郷
土
の
味
を
楽
し
む
会

◆
日
時　
10
月
7
日
（
土
）
正
午

◆
場
所

　

中
央
公
民
館　

１
Ｆ　

大
ホ
ー
ル

◆
会
費　
一
人�

２
５
０
０
円　

　

当
日
受
付
時
に
拝
受
い
た
し
ま
す

◆
主
な
献
立

　

�

茶
粥
・
寄
せ
豆
腐
・
け
い
ら
ん
・

み
そ
貝
焼
き
・
豆
腐
の
磯
辺
揚
げ�

他
◆
申
込
受
付

　

一
般
募
集
９
月
15
日
（
金
）
～

　

受
付
時
間
９
時
か
ら
17
時
ま
で
電

話
･
F
A
X
で
受
付
。

　

但
し
、
定
員
（
90
名
）
に
な
り
次

第
締
め
切
り
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
一
財
）野
辺
地
町
観
光
協
会
事
務
局

　
　

☎　
　

64
‐
９
５
５
５

　

F
A
X　

64
‐
９
５
０
１

◎
野
辺
地
歴
史
巡
り
ツ
ア
ー

◆
日
時　
10
月
7
日
（
土
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
集
合
場
所　
中
央
公
民
館
前

◆
会
費　
一
人�

３
０
０
円

　

※�

歴
史
民
俗
資
料
館
入
館
料
及
び

傷
害
保
険
料
含
。

◆
コ
ー
ス

　

公
民
館
前
出
発
→�

藩
境
塚
→

　

戊
辰
戦
争
戦
死
者
の
墓
所
→

　

常
夜
燈
公
園
（
常
夜
燈
市
場
）
→

　

歴
史
民
俗
資
料
館�

→
公
民
館

（
引
き
続
き
郷
土
の
味
を
楽
し
む
会
）

◆
移
動
手
段　
バ
ス
に
て
移
動

◆
定
員　
60
名

　

※�

但
し
、
郷
土
の
味
を
楽
し
む
会

の
申
込
み
を
さ
れ
た
方
の
み
御

参
加
頂
け
ま
す
。

★
読
書
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

図
書
館
の
本
を
借
り
て
ス
タ
ン
プ

を
30
個
集
め
る
と
、
記
念
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

【�

期
間
】
10
月
27
日
（
金
）
～
11
月

30
日
（
木
）　

※
休
館
日
を
除
く

【
対
象
】
町
民

★
古
雑
誌
・
古
本
リ
サ
イ
ク
ル

　

�

古
雑
誌
と
古
本
を
読
書
週
間
期
間

中
ロ
ビ
ー
に
て
差
し
上
げ
ま
す
。

児
童
館
行
事

☎
（
64
）
３
１
０
６

県
立
美
術
館
か
ら

映
画
上
映
の
お
知
ら
せ

◎
「
特
集
・
た
む
ら
ま
さ
き
の
眼

>

マ
ナ
グ

<

」

　

弘
前
市
出
身
の
映
画
カ
メ
ラ
マ
ン

・
た
む
ら
ま
さ
き
の
撮
影
作
品
の
中

か
ら
、
津
軽
三
味
線
の
魅
力
に
取
り

憑
か
れ
た
青
年
を
描
い
た
『
夢
の
祭

り
』
な
ど
計
10
作
品
を
上
映
し
ま
す
。

◆
上
映
日

　

�

10
月
６
日
（
金
）
～
９
日
（
月
・

読
書
週
間
行
事

祝
）、
13
日
（
金
）、
14
日
（
土
）

◆
前
売
料
金

　

�

（
1
日
券
）
平
日
１
，
０
０
０
円
、

土
日
祝
１
，
２
０
０
円
、（
通
し

券
）
２
，
５
０
０
円
な
ど

◎
「
特
集
・
溝
口
健
二
」

　

世
界
的
名
匠
・
溝
口
健
二
監
督
作

品
の
中
か
ら
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
国
際
映

画
祭
で
3
年
連
続
の
受
賞
を
果
た
し

た
『
西
鶴
一
代
女
』『
雨
月
物
語
』

『
山
椒
大
夫
』
に
、『
近
松
物
語
』

を
加
え
た
全
4
作
品
を
上
映
し
ま
す
。

◆
上
映
日

　

10
月
20
日
（
金
）
～
22
日
（
日
）

◆
前
売
料
金

　

�

（
1
日
券
）
平
日
８
０
０
円
、
土

日
１
，
０
０
０
円
、（
通
し
券
）

１
，
５
０
０
円
な
ど

◆
会
場

　

県
立
美
術
館
シ
ア
タ
ー

※�

上
映
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
チ
ケ
ッ
ト

購
入
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
事
務

局
ま
で
。

◆
問
合
先　
県
立
美
術
館

　

☎
０
１
７
‐
７
８
３
‐
５
２
４
３

敬
老
会
第
18
回
芸
能
発
表
会

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
が
唄
や

踊
り
を
披
露
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の

ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
日
時　
10
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～
正
午

◆
場
所　
中
央
公
民
館

◆
問
合
先　
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
64
‐
０
４
０
１

ミニギャラリー

菅本芳三氏
油彩画小品展

10月４日（水）～11月30日（木）

11

図書館おすすめの新着本（入荷予定本）

書　　　名 著者名

この世の春　上・下 宮　部　みゆき
オリンピックがやってきた 堀　川　アサコ
盤上の向日葵 柚 月 裕 子
むーさんの自転車 ねじめ　正　一
淳子のてっぺん 唯 川　　 恵
Ｒ帝国 中 村 文 則
騙し絵の牙 塩 田 武 士
お父さんのための日本一やさしい料理本 青 木 敦 子

本の展示

○おつきさん、出番ですよ！の本展�　10/ 4（水）～10/22（日）
○読書週間におすすめの本展　� 10/27（金）～11/12（日）

お知らせ



平
成
29
年
度
野
辺
地
所
管
内

ミ
ニ
面
接
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

野
辺
地
公
共
職
業
安
定
所
で
は
製

造
業
に
関
す
る
仕
事
を
希
望
す
る
方

を
対
象
と
し
た
ミ
ニ
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方

は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日
時　
11
月
16
日
（
木
）

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
野
辺
地　

　

２
階
会
議
室

◆
参
加
企
業

　

O
L
E
D
青
森
株
式
会
社

◆
求
人
内
容

　

�

製
造
ス
タ
ッ
フ
、
生
産
技
術
開
発

ス
タ
ッ
フ
、
設
備
保
全
ス
タ
ッ
フ

等
◆�

問
合
先　
野
辺
地
公
共
職
業
安
定

所
職
業
紹
介
係　

　

☎
64
‐
８
６
０
９

経
営
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催

の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
創
業
・
起
業
に
興
味
の

あ
る
方
、
新
し
い
事
業
展
開
し
た
い

方
、
既
に
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
な

ど
を
対
象
に
特
定
創
業
支
援
事
業
と

し
て
持
続
的
な
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
、
町
商
工
会
と
共
催
で
経
営

支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
は
右
記
の
内
容
で
「
野
辺
地

町
で
飲
食
店
を
開
業
し
た
い
」、「
既

に
開
業
し
て
い
る
」
方
々
へ
向
け

た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
今
後
は
「
販
路
開
拓
」、「
人
材

育
成
」、「
財
務
」
な
ど
に
つ
い
て
順

次
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

引
き
続
き
広
報
の
へ
じ
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
御
参
加
く

だ
さ
い
。

※
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
を
ご
希
望
の
方

は
申
込
み
先
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

全
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
す
る
こ
と

で
、
国
の
創
業
に
対
す
る
補
助
金
に

申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◇
開
催
日
時
・
会
場

　

日
時　

10
月
23
日
（
月
）

　
　
　
　

14
時
00
分
～
15
時
30
分

　

会
場　

中
央
公
民
館

◇
内
容　
経
営
（
事
業
計
画
）

◇
費
用　
無
料

◇
申
込
・
問
合
先

　

地
域
戦
略
課
（
内
２
６
７
）

原
子
力
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務

参
入
研
修
開
催
の
案
内

　

県
で
は
、
原
子
力
施
設
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
業
務
参
入
を
目
指
す
県
内
企

業
ま
た
は
個
人
に
必
要
な
資
格
や
知

識
の
習
得
、
技
術
力
の
向
上
の
た
め

の
研
修
を
受
講
料
無
料
で
開
催
し
ま

す
。
原
子
力
分
野
に
全
く
経
験
の
な

い
方
も
歓
迎
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
12
月
の
研
修
予
定

　
【
原
子
力
発
電
施
設
等
研
修
】

◆
計
装
入
門
講
座

◇
締
切　

11
月
１
日
（
水
）

◇�

日
程　

12
月
４
日
（
月
）
～
５
日

（
火
）

◇
定
員　

15
名

◇�

場
所　

青
森
県
量
子
科
学
セ
ン

タ
ー
（
六
ヶ
所
村
）

◆�

特
定
化
学
物
質
及
び
四
ア
ル
キ
ル

鉛
等
作
業
主
任
者
技
能
講
習

◇
締
切　

11
月
1
日
（
水
）

◇�

日
程　

12
月
14
日
（
木
）
～
15
日

（
金
）

◇
定
員　

50
名

◇�

場
所　

青
森
原
燃
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

セ
ン
タ
ー
（
東
北
町
）

◆�

核
燃
料
物
質
の
安
全
取
扱
技
術
講

座
◇
締
切　

11
月
1
日
（
水
）

◇
日
程　

12
月
19
日
（
火
）　

◇
定
員　

10
名

◇�

場
所　

青
森
県
量
子
科
学
セ
ン

タ
ー
（
六
ヶ
所
村
）

◆
原
子
力
防
災
対
策
基
礎
講
座

◇
締
切　

11
月
１
日
（
水
）

◇
日
程　

12
月
22
日
（
金
）　

◇
定
員　

10
名

◇�
場
所　

青
森
県
量
子
科
学
セ
ン

タ
ー
（
六
ヶ
所
村
）

【
原
子
力
関
連
技
術
研
修
】

◆
弁
保
修
訓
練

◇
締
切　

11
月
1
日
（
水
）

◇
日
程　

12
月
11
日
（
月
）
～
12
日

（
火
）

◇
定
員　

8
名

◇�

場
所　

青
森
県
量
子
科
学
セ
ン

タ
ー
（
六
ヶ
所
村
）

◆
申
込
・
問
合
先

　

�

株
式
会
社
青
森
原
燃
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
７
５
‐
63
‐
４
６
７
１

農
地
利
用
状
況
調
査
（
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
）
の
実
施
に
つ
い
て

　

農
地
法
に
基
づ
き
、
遊
休
農
地
の

把
握
、
農
地
の
違
反
転
用
の
早
期
発

見
の
た
め
、
農
地
の
利
用
状
況
調
査

（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
実
施
し
ま

す
。
調
査
時
に
農
地
に
立
ち
入
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
御
理
解
、
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
調
査
の
期
間　

　

９
月
～
11
月
ま
で

◆
調
査
の
方
法

　

農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
農
地
を
見
廻
り
農
地
の

状
況
を
調
査
し
ま
す
。

◎
遊
休
農
地
と
は
？

・�

１
年
以
上
に
わ
た
っ
て
耕
作
さ
れ

て
お
ら
ず
、
今
後
も
耕
作
さ
れ
な

い
と
見
込
ま
れ
る
農
地
。

・�

周
辺
の
農
地
と
比
べ
て
著
し
く
低

利
用
と
な
っ
て
い
る
農
地
。

◎
な
ぜ
調
査
が
必
要
な
の
？

　

農
地
は
一
度
耕
作
を
や
め
て
数
年

経
て
ば
、
原
形
を
失
う
ほ
ど
に
荒
れ

て
し
ま
い
、
耕
作
で
き
る
状
態
に
戻

す
の
に
、
大
変
な
手
間
と
労
力
が
か

か
り
ま
す
。

　

農
地
の
適
正
な
管
理
を
怠
る
と
、

雑
草
の
繁
茂
に
よ
る
害
虫
等
の
温
床

と
な
る
だ
け
で
な
く
、
粗
大
ゴ
ミ
や

産
業
廃
棄
物
等
の
不
法
投
棄
場
所
と

な
っ
た
り
、
悪
臭
や
汚
水
の
発
生
源

と
な
る
な
ど
、
近
隣
農
業
者
や
周
辺

住
民
に
大
き
な
迷
惑
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

草
刈
や
耕
起
な
ど
に
よ
り
、
農
地

を
再
生
し
利
用
す
る
か
、
い
つ
で
も

耕
作
可
能
な
状
態
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

◆
問
合
先　

　

農
業
委
員
会
（
内
線
２
８
１
）

自
衛
官
募
集
相
談
員
を

委
嘱
し
ま
し
た

　

８
月
29
日
、
自
衛
官
志
願
者
の
募

集
や
相
談
業
務
な
ど
を
行
う
自
衛
官

募
集
相
談
員
に
、
委
嘱
状
の
交
付
を

行
い
ま
し
た
。

　

町
長
並
び
に
自
衛
隊
青
森
地
方
協

力
本
部
長
か
ら
連
名
委
嘱
さ
れ
た
自

衛
官
募
集
相
談
員
は
、
前
回
か
ら
継

続
し
て
委
嘱
さ
れ
た
、
角
毅
さ
ん
、

銭
谷
岩
夫
さ
ん
、
髙
田
美
惠
子
さ
ん
、

新
任
の
浅
野
ひ
さ
さ
ん
の
４
名
で
す
。

　

相
談
員
の
４
名
は
、
こ
れ
か
ら
任

期
の
２
年
間
、
自
衛
官
志
願
者
に
関

す
る
情
報
提
供
や
、
自
衛
官
募
集
の

た
め
の
広
報
活
動
へ
の
協
力
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

（左３番目から）
角さん、銭谷さん、髙田さん、浅野さん
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お知らせ



平成29年度野辺地町総合防災訓練を行います
　町では、防災関係機関・団体と地域住民の協力を得て、大地震（震度６強）を想定した総合防災訓練
を行います。
　災害の予防、応急対策等の防災活動が迅速、的確かつ総合的に実施できるよう各種訓練を行い、防災
体制の強化と地域住民の防災意識の高揚を図ることを目的としています。
　なお、訓練は、どなたでも見学できます。
　日　　時　　10月13日（金）　午前９時～正午
　主な訓練　【野辺地町役場】
　　　　　　　９：00　災害対策本部運営訓練　　　　　９：30　避難訓練、消火訓練
　　　　　　【下町一区集会所】
　　　　　　　９：00　下町一区自治会自主防災会による活動訓練
　　　　　　【野辺地町中央公民館】
　　　　　　　10：30　避難所開設訓練、自治会による被害報告訓練
　　　　　　　10：50　防災資機材操作習熟訓練、炊き出し体験
　　　　　　　11：15　起震車体験　　　　　11：40　町長総評
　お問合せ　　防災安全課　℡（64）2111　内線331

お知らせ・お願い
①�当日は、防災行政無線の放送や、消防団車両が地区を巡回いたしますので、災害と間違わないよう
にしてください。
②�役場、下町一区集会所での訓練では、駐車場が不足していますので、徒歩での御来場をお願いいた
します。

緊急地震速報防災訓練のお知らせ
全国瞬時警報システム（※Ｊ・アラート）による緊急地震速報訓練
実施日：11月１日（水）10時00分頃
※但し、気象・地震活動の状況等によっては、中止することがあります。
自宅や職場で緊急地震速報行動訓練をしてみましょう
　以下の放送が流れたら、地震から身を守るための行動が、
とっさにとれるかどうか自宅や職場で確認してみましょう。
（例えば、頭を保護し安全な場所で揺れが収まるまで待つ、
　約１～２分間の行動）
【訓練放送の内容】
「（防災行政無線チャイム）＋（こちらは防災のへじ広報です。）
＋（只今から訓練放送を行います。）＋［緊急地震速報チャイム音
＋緊急地震速報。大地震です。大地震です。＋これは訓練放送です。］×３回
＋（こちらは防災のへじ広報です。）＋（これで訓練放送を終わります。）＋（防災行政無線チャイム）」
○野辺地町役場では、職員による緊急地震速報対応行動訓練を行います。
（来庁者への避難指示など）
※�（Ｊ・アラート）とは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国から人工衛星を通して市町村（防災
行政無線）へ、瞬時に伝えるシステムです。

平成29年度自衛官等募集のご案内
募 集 種 目 応　募　資　格 受　付　期　間 試 験 期 間 試験場所（予定）
自衛官候補生 18歳以上27歳未満の方 ～11月17日（金） 12月３日（日） 青森駐屯地及び八戸駐屯地
◎　細部については、下記までお問い合わせ下さい。
〒033－0037　三沢市松園町三丁目６－16　中野プラザビル２Ｆ（ユニバース松園町店隣）

　自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所
　電話、ＦＡＸ　0176－53－1346（平日�08：45～17：30）
　e-mail:aomori.pco.misawa@rct.gsdf.mod.go.jp
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～
消
防
キ
ッ
ズ
に
よ
る

防
火
イ
ベ
ン
ト
開
催
～

　

10
月
16
日
（
月
）
か
ら
22
日

（
日
）
に
実
施
す
る
秋
の
火
災
予
防

運
動
の
一
環
と
し
て
、
地
域
住
民
の

防
火
意
識
の
高
揚
と
普
及
啓
発
を
目

的
と
し
て
野
辺
地
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚

園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
防
火

セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

◆
実
施
内
容

○
鼓
笛
隊
演
奏　

○
ポ
ン
プ
操
法

○
お
遊
戯　
　
　

○
防
火
の
誓
い

◆
日
時　
10
月
16
日
（
月
）

　
　
　
　

10
時
～
10
時
30
分

◆
場
所　
中
央
公
民
館
駐
車
場

※
雨
天
時
は
野
辺
地
町
立
体
育
館

◆
問
合
先　
野
辺
地
消
防
署
予
防
係

　

64
‐
３
１
２
６

　

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

◆
平
成
29
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　

『
火
の
用
心　

こ
と
ば
を
形
に

　
　

習
慣
に
』

平
成
29
年
秋
の
火
災
予
防
運
動

◆
実
施
期
間　
10
月
16
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　

10
月
22
日
（
日
）

◆
統
一
標
語

　

『
火
の
用
心　

こ
と
ば
を
形
に

　
　

習
慣
に
』

◆
【
住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る

　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策

◇
３
つ
の
習
慣

◎
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

◎�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

◎�

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

◇
４
つ
の
対
策

◎�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

◎�

寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

◎�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

◎�
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

８月末の人身事故発生状況
区分

町村別

平成29年 平成28年 前年比８月中（単月）８月末（累計）８月末（累計）
発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

野辺地町 2 0 4 11 0 13 15 0 17 －4 ＋0 －4
横浜町 1 0 1 4 0 6 8 0 10 －4 ＋0 －4
六ヶ所村 2 0 3 4 0 7 11 0 12 －7 ＋0 －5
合 計 5 0 8 19 0 26 34 0 39 －15 ＋0 －13

平成29年度　野辺地町原子力立地給付金減額支援助成金について
　町では、昨年度に引き続き今年度も『原子力立地給付金減額支援助成金』を交付します。
　『実際に住んでいる建物に住民登録をしていて平成29年度の給付金を受給した電気契約個人名義人で、そ
の世帯全員が町民税非課税の方（生活保護受給者を含む）』であれば、原子力立地給付金の他に、町から3,000
円（平成29年度助成金額）の給付を受けられます。
　手続方法は、昨年と同様に、次の①～④（または①～⑤）を添付または提示して交付申請書を提出してい
ただき、審査のうえ「口座振込」にて�助成金の交付を行います。
　申請用紙は広報のへじ11月号配布時に、広報配布世帯にお配りします。
―11月13日（月）から、役場に専用窓口（税務課と町民課の間）を設けて受付します。―

①『原子力立地給付金振込のお知らせ』のはがき　平成29年度分（10月中旬以降郵送されます）
②電気料金明細書『電気ご使用量のお知らせ』最近３ヶ月以内のもの1枚
③給付金が振り込まれた口座の通帳
④本人確認ができる書類（免許証・保険証等）
⑤代理人が申請手続きをする際は、委任状（申請用紙に　委任者は２か所記入・押印　代理人は１か所記入・押印必要）

　全部の確認ができなければ、受理できませんので、必要書類をそろえて申請をお願いします。詳しくは、
地域戦略課までお電話ください。
　平成25年度、平成26年度、平成27年度、平成28年度の原子力立地給付金減額支援助成金の申請は、随時
受け付けております
� 担当：地域戦略課　64-2111（内線265）

平成28年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率について
「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、平成28年度決算に基づく野辺地町の健全化判断比
率および資金不足比率をお知らせします。

◆平成28年度決算に基づく資金不足比率
特別会計名称 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業特別会計 －％ 20％
下水道事業特別会計 －％ 20％
注１�「－」の表示は、資金不足額がないことを
表しています。

◆平成28年度決算に基づく健全化判断比率
区　　　　分 野辺地町 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 －％ 15％ 20％
連結実質赤字比率 －％ 20％ 30％
実質公債費比率 5.8％ 25％ 35％
将来負担比率 50.0％ 350％
注１「－」の表示は、赤字額がないことを表しています。
注２「将来負担比率」には、財政再生基準はありません。
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有戸地区はまなす

　　　ふれあいセンター

◆開設日：毎週月・木曜日

　　　　　（祝祭日除く）

◆時　間：13時～14時45分

◆送迎車運行日：

　10月２日、５日、12日、16日、

　　　19日、23日、26日、30日

老人福祉センター（２か月分）

◆開設日：10月２日㈪、16日㈪

　　　　　11月６日㈪、20日㈪

◆時　間：10時～14時

◆送迎車運行日：10月16日

　　　　　　　　11月20日

向
中
野
う
め
さ
ん
（
88
）
松
ノ
木
平

境　
　

幹
雄
さ
ん
（
91
）
八
幡
町

谷
坂　

ふ
め
さ
ん
（
100
）
有　

戸

岡
野　

ユ
ミ
さ
ん
（
95
）
中
袋
町

照
山　

ミ
ヤ
さ
ん
（
76
）
松
ノ
木
平

市
ノ
渡
勝
次
郎
さ
ん
（
79
）
下
町
二
区

佐
藤　

葊
美
さ
ん
（
62
）
中
袋
町

三
好　

ち
ゑ
さ
ん
（
68
）
下
町
一
区

鳴
海　

そ
よ
さ
ん
（
73
）
下
町
一
区

江
刺
家
弘
子
さ
ん
（
64
）
下
町
一
区

柴
崎　

タ
ネ
さ
ん
（
91
）
馬
門
２

成
田　

英
子
さ
ん
（
92
）
中
袋
町

中
野　

敬
子
さ
ん
（
85
）
金
沢
町

安
村　

好
美
さ
ん
（
82
）
上
袋
町

廣
野　

雅
美
さ
ん
（
70
）
枇
杷
野

川
端　

茂
葊
さ
ん
（
83
）
駅
前
２

大
杉　

秀
雄
さ
ん
（
85
）
金
沢
町

小
保
内
み
ゆ
き
さ
ん
（
51
）
駅
前
１

藤
谷　

ト
セ
さ
ん
（
79
）
有　

戸

　

「
戸
籍
の
窓
」
に
は
、
当
町
に
届

け
ら
れ
た
出
生
と
死
亡
に
つ
い
て
、

掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
個
人
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と
な
の
で
、

掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
届
け

出
の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

�

（
８
月
受
付
分
）
町
民
課　
　

横
濵　

華か

乃の
ち
ゃ
ん
（
一
樹
）
金
沢
町

大
髙　

悠ゆ
う
愛あ
ち
ゃ
ん
（
悠
斗
）
中
袋
町

加
藤　

凜り

空あ
ち
ゃ
ん
（ 

昴 

）
新　

道

納めた国民年金保険料は全額が
社会保険料控除の対象です！

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保険や厚生年金などの社
会保険料を納めた場合と同様に、社会保険料控除としてその年の課税所得か
ら控除され、税額が軽減されます。

　控除の対象となるのは、平成29年１月から12月までに納められた保険料
の全額です。過去の年度分や追納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけではなく、ご家族（配偶者やお子様等）の負担
すべき国民年金保険料を支払っている場合、その保険料も合わせて控除が受
けられます。
　なお、平成29年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除
を受けるためには、年末調整や確定申告を行うときに、領収証書など保険料
を支払ったことを証明する書類の添付が必要となります。
　このため、平成29年１月１日から９月30日までの間に国民年金保険料を
納付された方には、11月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金
保険料）控除証明書」が送られますので、申告書の提出の際には必ずこの証
明書または領収証書を添付してください。（平成29年10月１日から12月31
日までの間に、今年はじめて国民年金保険料を納められた方へは、翌年の２
月上旬に送られます。）

　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のと
きにも心強い味方となる制度です。保険料は納め忘れのないようキチンと納
めましょう。

国民年金のご相
談・手続き等に
ついては下記に
お問い合わせ下
さい。

青森年金事務所
☎017-734-7495

野辺地町役場　
町民課
☎64-2111
　（内線240）

国

民

年

金

保

険

料

９

月

分

の

納

付

期

限

は

10

月

31

日
（

火

）

で

す

老人憩いの湯
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問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
健
康
づ
く
り
課

　
住　
所
：
前
田
５
番
地
２

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
64

－

１
７
７
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
64

－

８
０
８
３

町の
ほけん
だより

健康についての相談先
相　談　名 対　象　/　内　容 連　絡　先

すくすくテレフォン 妊婦、産婦、育児中のかたなど
保健師による電話相談

火・木曜日
（祝祭日を除く）
8：30～17：00
64-8080
（はればれ）

思春期はればれ相談 思春期のかた、その保護者など
保健師による電話相談

こ と ば の 相 談 就学前までのお子さん
保健師が対応

総 合 健 康 相 談 保健師、管理栄養士による相談
（要申込）

こども救急電話相談
（青森県主体）

小児の急病等、家庭内での対応
や医療機関への受診目安などの
相談対応。
看護師が相談に応じます。
（治療行為ではありません）

<毎日>
午後7時～翌午前８時まで

♯8000
または

017-722-1152

＊　傾　聴　サ　ロ　ン　＊
　こころが軽くなるおしゃべりサロンです。傾聴研修会修了生がお話をお伺いし
ます。秘密は厳守します。
日　程：10月４日（水）10月23日（月）
　　　　11月８日（水）11月22日（水）
場　所：健康増進センター
時　間：13：00～15：00　（毎回同じ）

※申し込み不要
時間内にいつでもどうぞ

結
核
検
診
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
の
結
核
集
団
検
診
を

下
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

こ
の
検
診
の
対
象
と
な
る
方

は
今
年
度
中
に
65
歳
以
上
に
な

る
方
（
昭
和
28
年
3
月
31
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
10
月
初

め
ま
で
に
「
野
辺
地
町
結
核
集

団
検
診
受
診
票
」
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
よ
い
日

に
受
診
票
を
持
参
し
て
お
近
く

の
巡
回
場
所
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
検
診
料
金
は
無
料
で
す
。

　

な
お
、
今
年
度
に
入
っ
て
か

ら
、
胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

（
肺
癌
検
診
な
ど
）
を
し
て
い

る
方
は
重
ね
て
結
核
検
診
で
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
受
け
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

結
核
の
感
染
者
が
近
年
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
結
核
は
過

去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
為
だ
け
で
な
く
周
囲

の
人
の
為
に
も
、
検
診
を
受
け

て
結
核
感
染
の
広
が
り
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

16

月日 時　間 場　　　所 月日 時　間 場　　　所

10
月
10
日
㈫

９：00～９：25 元（有）石 孝 電 機 工 業 前
10
月
13
日
㈮

９：00～９：40 えぼしコミュニティーセンター
９：35～10：00 さ い と う 整 骨 院 前 ９：50～10：05 元 西 野 商 店 前（川 目）
10：10～10：50 金 沢 町 集 会 所（大 祐 堂） 10：15～10：30 近 藤 町（松 山 隆 氏 宅 隣）
11：00～11：35 野 辺 地 警 察 署 駐 車 場 10：40～11：00 観 光 物 産 Ｐ Ｒ セ ン タ ー
11：45～12：20 旧 漁 業 協 同 組 合 前 11：10～11：50 町 立 体 育 館

10
月
11
日
㈬

９：00～９：40 元クローバー作業所（松ノ木平）

10
月
16
日
㈪

９：00～９：15 目ノ越地区農産物加工等施設（婦人ホーム）
９：50～10：40 マエダストア野辺地店駐車場 ９：25～９：40 有戸地区学習等供用センター
10：50～11：00 第 ２ 久 保 田 歯 科 医 院 前 ９：50～10：10 塩 谷 商 店 前（明 前）
11：10～11：30 丸 山 商 店 前 10：20～10：35 木明地区農作業管理休養センター
11：40～12：30 愛 宕 公 園 駐 車 場 10：45～11：00 ゆうき青森農業共同組合らくのう支所前

11：10～11：30 ㈱ 木 村 管 工 社 員 寮 駐 車 場

10
月
12
日
㈭

９：00～９：35 中 央 公 民 館

10
月
17
日
㈫

９：00～９：50 役 場 前
９：45～10：05 中華料理福家前（元岡山食堂前） 10：00～10：20 松 竹 食 堂 向 か い
10：15～10：30 馬門中地区隣接道路（齊藤起一氏宅隣） 10：30～11：20 ヤマザキショップ横（旧古林酒店）
10：40～11：00 馬 門 公 民 館 11：30～12：00 勤 労 青 少 年 ホ ー ム
11：10～11：20 元 柴 久 商 店 前
11：30～11：45 健 康 増 進 セ ン タ ー



町のほけんだより

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
と
は
？

　

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
っ
て
知
っ
て
い
ま

す
か
？
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
と
は
、
乳
が

ん
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
多
く
の
方

に
知
っ
て
頂
き
、
そ
の
結
果
乳
が
ん
か
ら

引
き
起
こ
さ
れ
る
悲
し
み
か
ら
一
人
で
も

多
く
の
方
を
守
る
活
動
の
こ
と
で
す
。
10

月
は
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
月
間
で
す
。
そ
こ
で
、

乳
が
ん
の
自
己
検
診
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

乳
が
ん
に
つ
い
て

　

乳
が
ん
患
者
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

12
人
に
１
人
が
罹
患
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
青
森
県
は
が
ん
に
よ
る
死
亡
が
全

国
で
ワ
ー
ス
ト
１
位
。
乳
が
ん
の
罹
患
率

も
高
く
、
死
亡
率
は
全
国
で
ワ
ー
ス
ト
１

位
で
す
。
し
か
し
、
乳
が
ん
は
定
期
検
診

と
自
己
検
診
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
場
合
、

早
期
の
場
合
が
多
く
、
ほ
ぼ
完
治
が
期
待

で
き
ま
す
。

　

定
期
検
診
に
つ
い
て
は
、
２
年
に
１
度

の
検
診
で
も
毎
年
受
診
し
た
場
合
と
同
等

の
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
野
辺

地
町
で
は
２
年
に
１
度
、
町
の
検
診
で
乳

が
ん
検
診
受
診
の
機
会
が
あ
り
ま
す
。

自
己
検
診
に
つ
い
て

♯�

乳
が
ん
の
で
き
や
す
い
部
位
…
乳
房
の

外
側
上
部
で
す
。
す
べ
て
の
乳
が
ん
の

53
％
が
こ
の
部
位
に
発
生
し
ま
す
。

♯
自
己
触
診
の
方
法

　

①�

鏡
の
前
に
立
っ
て
乳
房
全
体
を
観
察

す
る
。（
ひ
き
つ
れ
や
赤
み
、
た
だ
れ
、

左
右
差
が
な
い
か
を
観
察
）

　

②
両
手
を
上
げ
て
、
全
体
を
観
察
。

　

③�

乳
頭
を
つ
ま
み
、
出
血
や
分
泌
物
が

な
い
か
確
認
。

　

④�

乳
房
全
体
を
反
対
側
の
指
の
腹
で
触

れ
て
い
く（
の
の
字
を
書
く
よ
う
に
）。

　
　

※�
ボ
デ
ィ
ー
ソ
ー
プ
を
つ
け
た
り
、

あ
お
向
け
に
な
っ
て
肩
の
下
に
座

布
団
を
い
れ
た
り
す
る
と
触
れ
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

⑤�

指
先
を
そ
ろ
え
て
脇
の
下
に
入
れ
、

し
こ
り
が
な
い
か
確
認（
リ
ン
パ
の

腫
れ
を
確
認
し
ま
す
）。

　

⑥
反
対
側
も
同
じ
よ
う
に
行
い
ま
す
。

♯
毎
月
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
！

　

・�

月
経
１
週
間
後
く
ら
い
の
、
乳
房
の

腫
れ
が
落
ち
着
い
た
と
き

　

・�

閉
経
後
の
方
は
、
毎
月
日
付
を
決
め

て
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

10
月
30
日（
月
）…
妊
娠
期
の
栄
養

（
妊
娠
期
の
栄
養
に
つ
い
て
管
理
栄
養

士
の
講
話
と
試
食
が
あ
り
ま
す
）

　

11
月
17
日（
金
）…
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ（
15

週
以
上
の
妊
婦
さ
ん
と
、
出
産
後
１
年
以

内
の
産
婦
さ
ん
が
対
象
に
な
り
ま
す
。）

10月の保健カレンダー

予　防　接　種
＊ 日本脳炎定期予防接種 ＊　　対象：平成７年６月１日～平成19年４月１日生まれの方で
� 20歳の誕生日前日まで
休止による特例対象として、予防接種法による定期接種対象となります。くわしくはお問い合わせください。
＊ Ｂ型肝炎予防接種 ＊　　対象：平成28年４月１日以降に生まれた０歳児（１歳になる前に３回接種）
平成28年10月から定期接種となりました。くわしくはお問い合わせください。

☆　母子健康手帳は毎週火・木曜日健康増進センターで発行します　☆

日 事業名（対象者） 開始時間 場　所 内　容 備　考

5 ４か月児健診
（H29年５月８日～６月５日） ８：45

野辺地病院
（小児科）

身体計測
小児科診察

対象者には
個別通知します。

16 ３歳児健診（平成26年３月、４月生まれ） ８：30
健康増進
センター

育児相談、身体計測
小児科・歯科診察

対象者には
個別通知します。

18

６か月児相談
（H29年４月生まれ） 10：00

健康増進
センター

育児相談、身体計測
離乳食試食 個別通知はして

おりません。
広報で確認し
母子健康手帳
バスタオルを
お持ちください。

10か月児健診
（H28年12月生まれ） 13：30 育児相談、身体計測

歯科保健指導
歯科健診１歳児健診

（平成28年10月生まれ） 13：30

みんなの子ども相談
（出生～就学前まで） 14：30 育児相談、食事相談

身体計測、歯科健診
前日までに
申し込み必要です。

30 マタニティーサロン（妊婦とその家族） 13：30 健康増進
センター

妊娠期の食事について
講話と試食等

一週間前までに
申し込み必要です。
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◎
お
問
い
合
わ
せ
は
健
康
づ
く
り
課
ま
で
（
０
１
７
５
︲
６
４
︲
１
７
７
０
）

マ
タ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
の
お
し
ら
せ 

♪　
　
※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
！

笑
顔
の
へ
じ
健
康
シ
リ
ー
ズ
①「
乳
が
ん
」



あなたの活動をＰＲしてみませんか？
掲載をご希望の方は下記まで！
総務課広報担当　☎64-2111

第38回営大祭広げよう！営大の可能性
～夢と希望を未来へ～

　
◆日時　10月28日（土）、29日（日）
　　　　９時～14時
◆場所　青森県営農大学校
◆主な内容
　農畜産物販売、模擬店、農作業体験ツアー、
　学習成果の展示、就農相談コーナーなど
　（併催行事：オープンキャンパス：当日受付可）
◆問合先　青森県営農大学校
　　　　　☎0176-62-3111

「旧野村家住宅離れ（行在所）」
夜間特別公開します！

　
　明治天皇が行在所に宿泊された日に併せ、行在所の
夜間特別公開を行います。行在所の灯りに照らされた
庭園の木々を、行在所から眺めてみませんか？皆様の
お越しをお待ちしています。
◆実施日　10月14日（土）
◆時　間　16時00分～19時30分
◆場　所　旧野村家住宅離れ（行在所）※町役場裏
◆内　容　ガイドによる解説、飲食の提供及び販売
◆その他　駐車場は、中央公民館をご利用ください。
◆問合先　歴史民俗資料館　☎64-9494

オレンジメモリーカフェ　はまなす
　
◆日時・内容
　◇10月13日（金）13時30分～15時30分
　　相談コーナー、茶話、ipadタッチゲーム、
　　３B体操
　◇10月24日（火）13時30分～15時30分
　　相談コーナー、茶話、体を動かそう、講和
◆場　所　総合福祉センターのへじ（老健のへじ敷地内）
◆人　数　20人程度（※定員に達し次第、受付終了）
◆参加費　無料
◆対　象　認知症の人、その家族、地域住民
◆申込・問合先
　社会福祉法人福祉の里
　介護老人保健施設のへじ　☎65-2333

和紙ちぎり絵干支飾り講習会
　
　来年の干支「戌」を色紙に貼りませんか？
初めての方も簡単に作れます。
◆日　時　10月19日（木）13時30分～
◆場　所　中央公民館　
◆費　用　受講料無料　教材費1,150円
◆持ち物　ハサミ・鉛筆・お手拭き
◆問合先　逸見禮子　☎64-3549

防
災
無
線
（
広
報
無
線
）
は
電
話
で
（
無
料
）
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
！　

☎
０
８
０
０
ー
８
０
０
ー
９
９
５
９

●　野辺地町移住コーディネーター�阿部のメールアドレス：　mail@nohejimachi.com
●　野辺地町移住コーディネーター�阿部の携帯電話：　090-9675-1882

　

三
年
前
。
想
像
以
上
に
寂
し
い
野
辺
地
町
。
私
に
与
え
ら
れ
た
「
地
域

お
こ
し
」
と
い
う
仕
事
。
途
方
に
く
れ
た
。
何
が
で
き
る
の
？
県
内
屈
指

の
豪
雪
地
域
。
毎
年
三
月
に
は
百
名
単
位
で
町
外
に
転
出
者
が
出
る
町
。

ほ
た
て
が
い
と
葉
つ
き
こ
か
ぶ
が
特
産
品
。
し
か
し
、
そ
の
特
産
品
の
商

品
価
値
が
町
内
で
は
あ
ま
り
高
く
な
い
様
子
…

　

救
わ
れ
た
。
や
る
気
満
々
の
役
場
担
当
者
に
。
私
に
野
辺
地
町
を
教
え

て
く
れ
た
。
ご
自
身
の
仕
事
を
放
り
投
げ
て
。
ち
ょ
っ
と
わ
か
っ
て
き
た

ら
欲
が
出
て
、
む
や
み
に
人
と
会
っ
た
。
や
り
す
ぎ
て
役
場
職
員
に
叱
ら

れ
た
。
生
ま
れ
つ
き
孤
独
は
好
き
だ
。
で
も
、
ど
う
し
て
も
つ
ら
い
夜
は
、

布
団
の
中
で
控
え
め
に
大
声
を
出
し
た
。

　

半
年
後
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
優
し
さ
に
気
付
い
た
。
役
場
も
全
面
支
援

し
て
く
れ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、
私
は
よ
そ
者
な
の
だ
。
そ
の
よ
そ
者
を

た
か
が
半
年
で
受
け
入
れ
て
く
れ
た
野
辺
地
町
。
自
然
が
豊
か
。
人
が
優

し
い
。
横
浜
町
だ
っ
て
七
戸
町
だ
っ
て
き
っ
と
そ
う
だ
。
で
も
私
は
野
辺

地
町
が
い
い
。
大
げ
さ
か
も
し
れ
な
い
が
恩
が
あ
る
。
町
民
の
皆
さ
ん
に

も
町
に
も
、
漁
協
に
も
農
協
に
も
。
だ
か
ら
何
で
も
い
い
。
野
辺
地
町
の

名
前
を
全
国
に
売
ろ
う
と
思
っ
た
。
こ
ん
な
素
敵
な
町
な
の
だ
と
。

　

そ
し
て
三
年
。
九
月
末
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
を
終
え
ま
し
た
。

こ
の
下
ら
な
い
コ
ラ
ム
も
最
終
回
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
し

た
こ
と
が
で
き
ず
に
ご
め
ん
な
さ
い
。
十
月
か
ら
は
野
辺
地
町
移
住
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
阿
部
と
し
て

再
出
発
し
ま
す
。
大
好
き
な
野

辺
地
町
に
移
住
者
を
増
や
し
て

い
く
た
め
、
全
力
を
尽
く
し
ま

す
。

　

十
月
八
日
、
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ

の
へ
じ（
温
水
プ
ー
ル
）で
か
っ

ぱ
水
泳
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

子
供
た
ち
の
力
泳
を
応
援
し
に

来
て
く
だ
さ
い
。

「
地
域
お
こ
し
」 

は
じ
め
ま
し
た

水泳大会目前！猛練習なのです！
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お知らせ



●六戸町
　メイプルタウンフェスタ2017
・日　時　11月４日㈯10時～17時
　　　　　11月５日㈰ 9時～16時
・場　所　�六戸町総合体育館および西側

駐車場、B&G海洋センター
駐車場、六戸町文化ホール、
六戸町就業改善センター、町
営野球場、町立図書館

・問合先　�メイプルタウンフェスタ実行
委員会� （六戸町産業課内）

　　　　　☎0176-55-3111

●三沢市
　三沢アメリカンデー
・日　時　10月８日㈰９時45分～16時
　（前夜祭10月７日㈯15時～21時）
・場　所　三沢市公会堂及び
� 三沢基地正面ゲート周辺
・問合先　三沢国際クラブ
　　　　　☎0176-51-1600
� 火～金【祝除く】13時～20時
　MISAWA BBQ ジャンボリー2017
・日　時　10月15日㈰10時45分～19時
・場　所　道の駅みさわ
� 斗南藩記念観光村
・問合先　（一社）三沢市観光協会
� 北部地区町内会連絡協議会
　　　　　☎0176-59-2311

●十和田市
　第３回世界流鏑馬選手権
・日　時　10月14日㈯・15日㈰
・場　所　十和田市中央公園緑地
・問合先　十和田流鏑馬観光連盟
� （十和田乗馬倶楽部内）
　　　　　☎0176-26-2945

●東北町
　生き活き産業文化まつり 
・日　時　11月４日㈯～５日㈰
・場　所　東北：北総合運動公園
　　　　　上北：�町民体育館・文化

センター
・問合先　東北町農林水産課
　　　　　☎0176-56-3111

●六ヶ所村
　ふるさと新鮮朝市
・日　時　10月14日、28日
　　　　　７時～（なくなり次第終了）
・場　所　14日㈯泊地区イベント広場
　　　　　28日㈯尾駮小学校跡地
・問合先　六ヶ所村商工会
　　　　　☎0175-72-2331�

　六ヶ所村村民文化祭
・日　時　10月27日㈮～28日㈯
・場　所　文化交流プラザスワニー
・問合先　（一財）六ヶ所村文化振興公社
　　　　　☎0175-72-3400

　2017六ヶ所村異文化交流フェア
・日　時　10月28日㈯
・場　所　文化交流プラザスワニー
・問合先　（一財）六ヶ所村文化振興公社
　　　　　☎0175-72-3400

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

傾聴サロン ○健 4か月児 ○相 弁護士 郷土の味を
　　楽しむ会

8 9 10 11 12 13 14
ふれあい教育
フェスティバル

行在所
夜間特別公開

15 16 17 18 19 20 21
○健 3歳児 ○相 行政 ○健 10か月・1歳児

○相 �6か月児・
　　みんなの子ども

○児 避難訓練

22 23 24 25 26 27 28
衆議院議員選挙 傾聴サロン 音楽交歓会 ○図 スタンプラ

リー（～11/30）
文化祭

29 30 31

（芸能発表） マタニティーサロン
体力テスト

○児 ハロウィーン

※町税等について延滞金が加算されますので、納期限内の納付に努めましょう

町のカレンダー

19

行事内容　○図 図書館　　○健 健診　　○〆 納期限
　　　　　○児 児童館　　○相 相談

○〆 町県民税（3期）
○〆 国民健康保険税（4期）

・
交
通
安
全
早
め
て
ん
と
う
虫
作
戦
！
夕
暮
れ
時
は

早
め
の
点
灯
時
刻

10
月
は
15
時
30
分

お知らせ



私 的 野 辺 地 町

（順不同、敬称略）◆奈良岡秀和（町内）1Snow Storm（常夜燈公園）2星降
る町（常夜燈公園）3落陽（十符ヶ浦海水浴場）　◆中村修一（町内）4夕暮れ
の烏帽子岳（烏帽子岳）　◆山田昭二（東京都大田区）5十符ヶ浦の夕日（十符
ヶ浦海水浴場）　◆四戸巧（町内）6目ノ越地区から望む下北縦貫道路と八甲田
連峰（下北縦貫道路と八甲田連峰）　◆匿名希望（町内）7椿（行在所）8満開
の桜と青空を泳ぐこいのぼり（愛宕公園）　◆匿名希望（町内）9盛夏のひまわ
り（畜産県書放牧地９区）�初夏の烏帽子岳（烏帽子岳登山口）

町制施行120周年記念特集
　平成29年８月発行の「野辺地町勢要覧」に掲載す
る野辺地町の美しい写真「私的野辺地町」を平成28
年８月から翌年３月まで公募したところ、11名の方
から計70点のご応募をいただきました。ご応募いた
だいた写真の一部は「野辺地町勢要覧」に掲載した
ほか、広報のへじ９月号、10月号でご紹介いたしま
す！

ご応募いただきました皆様、誠にありがとうございました。心よりお礼申し上げます。
９月号、10月号は、おいしい！減る脂～♪カンタン料理及び３歳児虫歯ゼロ写真は、お休みします。

平成29年10月１日　第702号　毎月１日発行　青森県野辺地町役場総務課　☎（0175）64－2111町の花｢はまなす｣・町の鳥｢かもめ｣・町の木｢さくら｣

1

4

5

9

2

3

7 �

6

8


